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新 しい抗 菌剤であ るPipemidic acid(PPA)は,

Piromidica cid(PA)の 誘導体 の1つ で,大 日本製 薬

総 合研 究所 で開発 された ものであ る。

本剤はグ ラム陰性桿菌 に 有 効 で,PAやNalidixic

acid(NA)と の間に交叉耐性 はみ られず,Cephalexin 

(CEX), Ampicillin (ABPC), Carbenicillin (CBPC)

よ りもその抗 菌力がす ぐれてい るといわれてい る。 さら

に消化管 か らよく吸収 され,本 剤 の臓 器内濃度はその血

中濃度よ りも高 く,体 内でほ とん ど代謝 されず に,尿 中

へ は活性型 として高濃 度に排 泄 され るとい う。

われわれ も1974年6月 か ら1975年4月 にわた り本剤

を臨床使用す る機会をえたので,そ の成績 を報 告す る。

Pipemidic acidの 臨床成績(Table2)

本剤 が投 与され た症例 は,術 後感染創3例,縫 合不全

に よる腹膜炎4例,腸 瘻1例,肛 囲膿 瘍2例,痔 瘻1例,

感 染火傷1例,骨 髄炎1例,膀 胱炎6例 の計19例 であ

る。全例 ともグ ラム陰 性桿菌 の証 明された疾患例 で,緑

膿菌単独感染が4例,大 腸菌単独感染が5例 で,他 は混

合感 染に よる ものであった。

本剤1日 投与量 を29(250mg錠,500mg錠 使用)

とし,こ れ を4分 割 して内服 させ たが,重 症例 あるいは

効果の明 らかでない症 例には3gを3分 割 して内服 させ

た。 投与期 間は4日 か ら最長21日 に及んで お り,し た

がって,投 与 総量は129か ら549と な る。

本剤の臨床効果 の判定 は,投 与後3日,5日,7日 を

基 準に炎 症症状 あるいは起 因菌 の消失 を もって,著 効,

有 効,や や有効 とし,そ れ 以外は 無効 とした。 そ の結

果,著 効1例,有 効5例,や や有効6例,無 効7例 とな

り,有 効率は63.2%で あった。

疾患別に本剤の有効率をみ ると,術 後感染 創3例 中2

例,縫 合不全に よる腹膜炎4例 中2例,肛 囲膿 瘍2例 中

2例,膀 胱炎6例 中6例 に有効であ ったが,腸 瘻,痔 瘻,

感染火傷,骨 髄炎の各1例 にはすべ て無効であ った。

つ ぎに,起 因菌(と くに グラム陰性桿菌)別 に有効率を

み ると,緑 膿菌感染症9例 中4例 有効(有 効率44.4%),

大腸菌感染症8例 中6例 有効(75.0%),ク レブシェラ

感染症4例 中3例 有効(75.0%)で,大 腸菌感染症に対

す る本剤の有効率の高い ことが注 目され た(Table1)。

副 作 用

本剤の副作用 として,1例 に尿道 口周辺の発赤を認め

た。 この症状は本剤投与後10日 目ごろか ら出現 し,や

がて〓痒感が増強 して きたので,15日 目に本剤の投与を

中止 した ところ,こ れ らの症状 は速やか に消退 した。ま

た,1例 は食欲不振を訴えたが,休 薬す るにはいた らな

か った.他 の2例 にGOT, GPT値 の上昇がみ られた

が,こ の うち1例 は術中に1,000mlの 輸血を,他 の1

例は術中1,200ml,術 後800mlの 輸血を うけてお り,

本剤の副作用 とい うよりは輸血後肝炎 によるものではな

いか と思われ る。その他の症例 では血液像,肝 機能,腎

機能 の異常を示 した ものはみ られ なか った(Fig.1)。

症 例

症例5(Fig.2):58才 の男。膵頭 部癌の診新の もとに,

膵頭部十二指陽切除術を うけた ところ,術 後5日 目ごろ

か ら38℃ 前後の発熱があ らわれ,や が て腹部に留置 さ

れ た ドレーンか ら排膿をみ るよ うになった。膿汁中か ら

は E. coli, Citrobacter, Enterococcus が 認 め られ,

ABPC感 性であったので,ABPC 4g静 脈内投与を続

けたが,排 膿は減少せず,1週 後の膿 汁か らPseudo-

Table 1 Clinical effects of pipemidic acid on clinical isolates
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Fig. 1 Change in peripheral blood, liver function and renal function 

during PPA administration

Fig. 2 Peritonitis after duodenopancreatectomy, 58 yr., male (Case 5)
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Table 2-1 Clinical effects of pipemidic acid (PPA)
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Table 2-2 Clinical effects of pipemidic acid (PPA)



2928 CHEMOTHERAPY SEPT.1975

monas, Klebsiella が 見 出 され た。 そ こ で,本 剤1日

2gの 投 与を開始 した ところ,2日 目か ら排膿 は減少 し

は じめ,5日 目には痕 跡程 度 となったので,ド レー ンを

抜 去 した。その後,発 熱 をみ るこ ともな く良好 な経過 を

とり,術 後5週 目に退 院した。本剤 内服 中,な ん らの副

作用 もみ られなかった。

お わ り に

Pipemidic acid(PPA)を 外 科領域の感染症19例 に

使用 した ところ,著 効1例,有 効5例,や や有効6例,

無 効7例 で,有 効率63.2%と なった。

副作用 として,尿 道 口周辺の発赤1例,食 欲不 振1例,

肝 機能障害(GOT, GPT値 の上昇)2例 がみ られ た。

しか し,そ の他の症 例ではなん ら重篤 な副作用 はみ られ

なかった。
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Pipemidic acid (PPA), derived from piromidic acid (PA), has been reported to be more effective 

on gram-negative bacilli than ampicillin, cephalexin, and carbenicillin. 

The authors investigated on its clinical effectiveness and untoward side effects. 

Pipemidic acid was administered to 19 patients with infections in the field of surgery, and the 

results were excellent in 1 case, good in 5, fair in 6 and poor in 7, the effectiveness rate being 63.2 %. 

Among untoward side effects, there were redness around the orifice of the urethra in 1 case, anorexia 

in 1 case and liver disfunction in 2 cases receiving blood transfusion.


